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I はじめに

二C'）小論（ I J(t, つぎのような！日間i意識のしと

に舎かれている。

1%イ）年代山初日百に， いわゆる「l右叱問題 i／；注入

々の注目を主治ゐょうじふってお、‘iと， 光jj主Jf;IJiと

低開発諸国の成長本格差を若：きおこす原因の検討

お上びそのt:11:：＇）方策品也、従来の［！日発理論と、； If＇ん

で， 低開発経済に理論的興味をもっ学究お上びそ

の日清にかか＊） I)をも J J実務家のWI心の的と tcっ

てきた。こつした人々は， 成長率格差を惹さおこ

す原因として、 一方において低開発国経済に特有

の目内的諸寝間をあげると同時仁、 （也方にJ;,、て

現状の世界経済のメ力ニニズムそのi，のが所得格差

をM：たする：＼Xiri',J にあると指摘し t~. j)記開発i_I. i経済

の発展には，低開発国自らの自助努力のはかに，資

金供与，特恵関税供与といった先進諸国側からの

「接的jが必要であるとしう主張は， こうした認

識にもとづくものであることは言うまでもない。

Lかしなかも川 こう 1-／：~事実記i；位および政策担ー

2 

樋
ぐ，，

進日

i？を十分寝付ける息苦命的装置は， 完備主れてし、に

わであろケか。実（！）ところそれはほとんど皆無で

あ，たとレ pてよし、

経済学Li:，封鎖経済の開発理論に関しては， か

なり lllv、！？者lどをも，ている。初期の生1lfilttif思F守1i,1

け投資配分が，将来の消費財生産の一層の拡大を

nf龍lこす右と説く／ •• L fレドマ〉山理論， 成長率カ L

貯蓄率と産出係数によって決定されると説くド一

一Jーの理論から始主 p て，新古典派的成長論，多部

門成長論など多種多様の成長論が存在してし、る。

残念なこどに， こうした諸理論はあくまで一国ベ

ースの議論とある v Ltこが J ，ど，実務家が既存の理

論に頼って世界各国の成I正率格差を吟味しようと

J-ると， ーiI」ごどの1＆：長モデル全積みuiるとし、

う方式をとらざるをえなくなる。事実， OECD,

UNCTAD, ECAFEなどの国際機関で宅 これま

でなされた研究作業は、上記の方式にもとづいて

いる。貿易および資金移動を通じて各国の経済成

長ぷ相互に関連すふという事実は， たどえ認識さ

れて L、るにし亡も， 実証研究の！療には無視さjl"( 

L主、）ぴ》 Ch，るυ

もんろん、 [.J立際経済の理論のIs.かに，成長とい

う観点を導入したものが，皆無であったわけでは

ない。 H・ ジョンソンは， そのなかで最も著名で

あるのかれは，当初，貿易で結びつけられた二国経

済の成長合、 貿易山 1;/1fl｝弾力t'I•:tsよび支払条｛牛を



Ⅱ　国際経済モデル（その1）－資本移動を含まない場合－

1971050005.TIF

モ易をIll:界的視野かF》説明することであるから，

デルiJ. [i,1内面の諸要因に関しては係明直裁である

｛史 ＇－c分析 Li；ろと試みたむ近年では，このiミi式に

主：・， Iこ資本向重！J企味入Lた式みも ti_されているつ

そこで，われわれはハロッド・ことが空全しいの従来の｜主l際経済総のtr-か，，二1AU三：どん、jl J Jj:1Jl,i[Aft土司

ド－－ －！ 一理論の実証版であるケラインの＂ gr飢 t-::: J>/.( L、.） I見i,'iを？門人 L.l、うとヂふ 1,（／）℃ん！J

｜ヰ際的に拡張したモデノレを構成

i七十ゐことにする。議論の筋道を展開するには，

較的単純な場台か人！日発するのが便利である。

ratio円モデルを，こ：， L /.:_Hでみま；院は，

；、J1UiJl：冗（二l上： tどIv'::' jJf,i Illさ

ご1111iWli'i'-Jな＇！／＇d/iCあゐか，

J¥l (I：、て，,I）：こ〆〉‘

ヴ-、ーそ，））p4J!IJ 1/ I -,T/1,i:J, fll' ,jl_ ＇－、./c .、 Ll、lご Ll 、

1".i'. 坊のみにtって各国が結びつけられ二ctす二， ~il,H~、 J I Lt・Vd1' 11f j出／c If；［.二f こ、、く，：＞ 1, It Cil 

tit界全体が nカ国から〈いるf易f＇，をとりあげる。F
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以下のように記号を定め1＆：：正｝ γC，，、るも Lつとし，UIプ〉仁ノ／_ 11¥J：組むぷと J1出品（1＇］’t,fJEFt':J{ijf’it内 j；見

第 fl亘の II~内総生産

第 i同の国内総貯蓄

沼 ji誌の国内総資本形成

第 Ii吋から第j白への輸出

!i1 i 111の輸出（二X1X11)

第 i1-_li）の輪入
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1£::l＂＇心。

九二，'l',/Y,: 日JikJ貯蓄ヰi

～ ／，／（｝う Y;, 1）・加速度係数あるいは限界

資本係数

輸入！f:',
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・J-,;,;,j' ' : i ,. i, ,・ /_ ；・，＿・，品、tI, ，人，；I{I; 

ず 'if；久 (f11nd; moneyこ：；; l 、〕 •，｛，， ’ i !,iii，ゐ

(, • I' • [I w；干l 1, 

れ；：，，， : ;, r 1il i〆＜ I I li'-J ' 

;•,: 1 (1: I, I_• I ; _,/L 1[ I・ 
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Ill, I .f; l:、（j'.(' (c,;) －＇：：%，イと‘ jdtJ,;J1ノのモデル

！，ゃiJ 》

J.:）、下のようにあらわされる。it, f J°ijlj}.七iミで，
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Ⅲ　国際経済モデル（その2）－資本移動を含む場合－

1971050006.TIF

ifにそれが ，・u1'1 によ＜ ' ~ζ'N おける輸入となり、輸入間数

輸出間数

λf二月JL 

Xニc,H. 最後に bcal¥1！会統計における輪Illとf仁？たあと，

i二上， C /Yr得統i；十における輸出となる。S, 1 ', Ill および I' が点＇，i：であら tc心i工，もL

JI ;J 1•1内総生産の逐次解を ：Kめこの fil三f二よ ' C, 

るための持！日七式i士、

こ）.L ー｜桁d〕i主主線形定差：I;F正式体系でめ；｝、

Y=Cc十bl'am m一月｝1'U y I 

1' I}）時間経路を/I'!によ J Jて九二 I、X、JIおよび、

生fl'J；こ決定十一ることができる〈

f ＼＇：入によ.，て，

/, ! :/¥ I ! 1，；かJ:il'Hi庁、 j,，’；／： ' ' (I , 
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IIな

人，，一

γ山初期fl在が与えられノ；， !., 1・, fl, 

間経路i工透，kr1(1；二；W界「ることができる（ I l J,, 

となる Amら、

←。
%ttiJ1Y:r¥'.: 

1 aE .（，・ 十＜＇Ill m-s) 'u I 

ぴ 11；~；，

I 141祭主主ii守モチソl, （そのど）

資余干名匝）jをたむ場f,

匝
（，＇）特性 m.dがlUIf/.各［;1;4の成長経路企規定すること

モれに対応する国際貿易は「’「井一

一’小＇~） 0 

,; , A 1.l , J 1山Etル仁川際防jvJ資{i）：干名耐を惇人ナ玲二（di《1gonal,¥1，＇， としく

'le: !"•ti :i;:tちが！Ji}t慨怠2c明確にしなけ

Jl ( t f仁「》 lι＼',, 

ふた ihi二iJ, [X.J二， M

で求められる 1

このモヂ Jしを現実のlせ界経済に適用しようと「 -c Jtカ： i旨科I~ I}) rf；を i王ゐ'N全（［【rnrl)Cパf事政と l土、

上見{E<ll丈ー物とげ） y::か主物の Jf；をとるか｛~11\H ，ず，.，〕しT)l；投球（二!ffl百i1・ .;, ' るとき， ）i). L j、jLit 

~，tなしに経済i下J1rllif1在か経済主体山間を移動ナゐこ旧民所i与杭，；十における輸出入J：長年比J,:,;11こj) 

もL，そか y 亡，資金の流;Jtit,どと概念される。i,う.. －＇）（こ； ι概念の十H庄のたIi人けるそ,ftとI仏、

しヵ、し九九ん貨幣（／）流れという形をとりう~：，が，ム J ）（／）換t}rごtニ，，・）；二；土（出il!fl凡庄のキl!J主のにめ，

七！t，立：U,Lifi＇主出t空白にiベ日lj主;ji.,るべきものである。J.Li斤をー致主せ rムことかでき手をもず）亡して；に

±}l物出資は資令ーの流れのー形態で、ある

か，貨幣び〉流れではなし、。

二のように資金の流れを考えると，

たとえば、そこで上れわれは，説得

／〉

1111ti{llrl o）資

つぎの二つの形をとるコ

そω第 l:t' ¥t'j際流動性を ιつ資産（貨幣別企，ド

凡など）の持動とい勺 lJ•tこんをと， ,tこ官＂.'O:J l ifiE;J L 

大りりしてう五：（／）流;IL（：工、

iと貿易行t,¥Iをコ〉システントiニ「るため唱

さの一一つの Fif~｝平合Ni用する η

貿易統計における輸入
ι －－＇ T汗j；｝統計；こおける輸入

, 所得統計における輸出
かニfl'.I,），.統計におlTる輪出

1 、 T 、.－ 7" 1. ~軒、

r;;_ ＇，、と、、．））乙又♂ ） 0o

二）.1（二法勺する ιの左しぐは短期P託金干名て＇·.i子、 •Jこのとき、 ιt二ニ（dia只ouala：）.および、 ｛，二（diagonal

両 1hot money），多角的援助にもと J ；く岐：（i):/1 ＇，資，

：！手：11問1｝主的のう丸ロー力ノレ・ゴストを芝弁 j一るた

l,t，むつ輸／tll'{j数は‘

Xニ bca.H

♂）上りに古杯え「》れら司九fiよ（1Jlt jifi j＼｝存J乙，frにおけ

b，） として、

この資金わがk

¥ki!Wi'.資－土fHiJJ/J;1f｛践的にUlt！際貿弘

めのf見合子借款や投資がふげられゐれ

;JL [! J特徴i土ラ' : 'I立込統計；：そjしが a.Hi二：ら輸／＼て一あらか．

4 
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を｛宇わな L、ことであり， 党取l)Jが流入した資余を

どο国からの輸入iこ使用i－るかは雪 そのドヰの←→般

的輸入パターンに左右されることになる位 1）。

:1; 2しI）白金の；1fU1,r土， lH・f!Hその供りといャぃ：い

たおをと，｝た資金移動である υ 資金供与l斗のや産

竹に上イ，II特与、 財政借，；！く，延七、ト司現内／U資／.（，と、

I t「 その典型1／であら，, r 2 l, 

ド稿rs:.Jj し、てLt, 後者山資金移動を取リ扱う。

われわオLcl，モデ11,:::1:, レわゆゐ支物モポノレであ p

て，金融資産は図式に登場しないためである。闘

J¥'i' ,,fl動f小＇）移動；t、同Witt：融論（J'Js察全まって，い

じめてそヂノレのなかに導入しうることになろう。

;j:tの流lしの形主：とる託公移動i土、実物｝下jにみC

' ：／）び）効果をも~）。第 1'こ，資金干名到と同時にお

二心財（／ i作動は、 j1I1常到め（com，山，rcialIrι叫

の分だけi科加させる。第2に、受取｜ヰは自ら｜ιl内

Cj二産L／，：＿生産物（圏内泌生産， c;J)P）山ほかに噌

流入すお財を消費もしく：土蓄鞘に利用することが

で主る。 二jしに対して，員十－／）＇；流出十る｜込では， :I:.

Tにそo1/r f:＇けfl]J-ll L －.，ふ員fが，1,,k少すノ） " 

j厄常こうした事態企炎現するために‘ 総WJ用資

1).!I¥ <Total i¥vaila！，：ぃ Rむ剖，urces),l: ', ，う概ぶ ））~別 v ャい

jしるし 3〕。すなわち，

総11Jill資約二週内総生産 I-i:Hの移動を伴う臼

金流入一財の移動を伴う資金流出

、わる。 この概念を導入したマ七ノルを、以下のよ

うな記号を月4v、て構成しよう。

K・第 i[1）内総可用資源

D;; 第j[L] !1ミら第 J国E,(j），第／国の所符

統計における価値尺度であらわしたネ、ソト

山資金の流jL C仁ノトという語は，元手lj償巡を

控除しであるという意味で用いられる）

Aft': 第 II司の所得統計における.i：言常輸人

X,': 第 t国の所得統計における通常輸出

dけ ＇＂V;J/Eう： j閣の国内総、生産にたいする各

i斗向け資余の流れの比率

oi= L,kdk,: i国の国内総生産にたいする資金

（｝）流れ令体の比率（もし資金の流れをDAC定

義のものとするならば，んはいわゆる「援助比

不iを;Ii，じわすことになる）

e' l.i: 第 j閣の通常輸入にしめる第 i国の比

日 1 所得統計における輸入額
ι ai－貿易統計における輸入額

コ一 1一貿易統計における輸出額
pi ム一所得統計における柏出部

第 i悶の総可用資猟は，

R,••• Y，十日1L;jdij/1jYj-o, Y, 

あるし、は，行列表示では，

R Y十白d1ヲY-0Y

となる J ここで，川口（diagonalαi),/l竺（dia停ma!

0=1diagonal o，）および d=(dり）である。漏2

i買臼df';yは，受取国の所得統計における価値尺度

であらわした資金流入額であり，第3項。Yは，

主払巨ij(I）所得統計ーにおける価値尺度であらわした

資金流出額である。

資金：tt1!)1を；ミむ場台のモデノレは， 以下のような

方程式群から構成される。

S I+X← ］＼1: 貯帯・投資均等式

R=Y十αd{3Y-oY: 総可用資源定義式

s二〆R: i五内貯蓄関数

I口v(Y-Y-1): 投資関数

Mニ mY: 総輸入関数

!vl'ニ M←問。Y: 通常輸入関数

X=X＇十 oY: 総輸出関数

x’二be'aAf': 通常輸出向数

ここで注意すべきは，閣内貯醤Sが総可用資源の

関数℃あるのに対し，投資Iと総輸入M と以匝内

総生産によって説明されていることである。これ

ラ



Ⅳ　現実の世界経済への適用
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われわれが理論モデノレで定義

した財のかたれをとる資金の流jLとは正確には

民間資金の流れが除外されて

付表どの数値t士，

第 li褒
出l＇こ，放しない。

第 2に，凶際流！日IJ-rt(i），うt.'~- t 》をとった資金

輸出
入差

お1のll-iこ関

現在のとこれ、 j1;:r,l)ご -,, （／）資金の流れ

(')i屯jしが含まれているかんである

,n l山］型的配分について1/I＼：＇三本 ＼・11:{{{1，今しないので，

政府ベースの資金の流れに，

定の倍率を乗じて，政府民問合せた三国聞の資金

各供与i現にJ内、てー

の流れの地理的配分とみなすという便法を採用し

第2の点に関しては、現｛｛する統計からは，ー争，

I 0 

'if）買の流れを国際流動性cl）力‘たれをぞるものと，

tH のカ‘たちをとるものとに分子えすることが不可能

二国閉め資余♂〉流れをすべて財のかであるので，

（問所）

7 

付表1より計算。

そ

われわれの資金の流れの数僚は，理論モ

たちをとるものとみなすという便法によった。

の結果，
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8 

Jレ），共同相場（22億ドル），な主であるの

して，大幅な赤字となっているのは，



Ⅴ　試算結果の概要

1971050011.TIF

/,-. i, v' lであるの

第 5に， この二国関係助方、すべて γイド援助で

あると考えると，供与凶｛Mcハ輪出総額は1627億ド

ルであ／，たかれ， そのうお 5.9%が援助に伴って

輸出された二止になる。 ll判IHこみあん，輸出に占

めるコi斗間援助の比J不が最も高いのはア」リカの

！日＇lJ＂（，であり、以下， 十｜：本（／） fi.!i'':,, i宅CtF¥iijO)

Ii.：；＇』＂，共同市場の 4.T;;, -－白－，、人也、／〉。

対後に， 受取国側の輸入総指i士山7億ドノレで－あ

〆 jだから，二国間援助制阿倍ド .IC-i土，輸入の 14.6

%に遣する。地域別では，低開発アジアで：n.:i%, 

f氏開発アフ 1)－／；で：m.1%もの輸入が掠助で、主かな

われてし、る二とになるの

( /J: 1 ) Kistenscn, T. and A附 oriatc,The F.,o・ 

nu111i,: iVorld Rala加ハ 1%11 ( i: II:., ,:':i'l'f，紋Ji; ,v{ 

I lφII：町内経済！』u主力』， 1:(1Ji ,l7;1 lぺ

( 1 2) United Nati什ns,II v川－／d ! 'opulation and 

（，川口 DomesticI’rodu,ts ιF tr<if'olation of Ilis-
torical Trends for thP Years .1.965, 1.97() and l.97:, 
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世界全体の平均貯蓄率
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付表 3 国内総生産とバラメ｝グー（1965一昨年平均）
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（出所） United Nations, Yearbook of National Accounts Statistics 1968および I.B.R.D.,World Bank 

Atlas, 1968より計算。

（注） 国内総生産の単位は， 100万U.S.ドノレわ

＊印は，正確な統計資料が利用できないため，仮設｛仇である。
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